
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

プログラム 

【講演会】 

13：00 開会の挨拶 

13：05 グリーンワンプロジェクトについて 

13：10 長岡市公園緑地協会 

鈴木会長よりメッセージ 

13：10 講演「みどりのチカラ・環境と健康」 

      講師 ジョン・ギャスライト氏 

 

【市民ワークショップ】 

14：45 事前説明 

15：05 「みどりのチカラ」事例紹介 

15：25 グループ討議 ワークショップ 

16：20 グループ発表 討議結果報告 

16：50 閉会のあいさつ 

■ 北陸三県（新潟・富山・石川）リレーフォーラム 

■ 講演会 

■ 参考 「みどりのチカラ」グループ討議をふりかえって 

ジョン・ギャスライトさの講演、「市民 WS」グループ討議終了時、「ふりかえりシート」を参加者のみなさ

んに記入して頂きました。主な意見は以下のとおりです。（回答数 102 名） 

※複数回答及び無回答があったため参加者数と整合しない。 

 Ｑ２市民ＷＳに参加して、 

どのように感じましたか？  Ｑ１ジョン・ギャスライトさんの講演は、   

いかがでしたか？ 

 

鳥屋野潟湖畔に早春の息吹を感じさせる平成 20 年 3 月 1 日東北電力ビックスワンスタジアム（室内会議

室）にて、北陸三県「みどり」リレーフォーラム「みどりのチカラ・環境と健康」をテーマとした講演会

を、ツリークライミング代表タレント・コラムニストでもあるジョン・ギャスライト氏を迎え、200 名を越

える参加者とともに開催されました。 

★ 第 2部の市民ワークショップは、事例紹介をまじえたパワーポイント説明後に、参加者のみなさんと「み

どりのチカラ」について共通認識を育み、身近なみどりを再発見！！というテーマで 10 テーブルに別れ、

さまざまな「みどり」についてグループ討議しました。 

■ 「みどりのチカラ・環境と健康」 

「みどりのチカラ・環境と健康」 

市民ワークショップ開催の結果報告 

－ グループ討議のまとめ － 

★ 自慢の風景をみど

りのチカラで、よ

りよく美しく明日

へ伝えたい！！ 

第 1班 カワセミ 

★ 既存の公園をリニューア

ル防災や高齢者に優しい

公園に！ 

★ 観光に活かす（学校・教

育）｛緑｝ 

第 3班 クロマツ 

★ 新潟の昔からある樹木を

大切に守ろう！ 

★ 地域に自生している植物

を大事にしよう！ 

★ 地域に昔からあった植物

を再生させよう！ 

★ 植物によって安らぎのス

ペースをつくる！ 

第 4班ゴハン

★ 第 1 部の講演は、ジョン・ギャスライト氏の幼少の頃からのみどりとのか

かわり、とりわけ森の樹に対する熱いおもいや人間が自然やみどりから学

び得る人と自然との共生観、ひとは決してひとりでは生きていくことはで

きない等、とてもわかりやすくそして非常に心温まる感動のお話でした。 

★ 身近な自然、昔なが

らの自然を再認識す

る。 

第 5班 カキのミネラル 

★ 暮らしにとっての

緑を守る。 

第 6班 EKOOSE！ 

（エコ押せ！） 

★ 里山を意識し守って

いこう 

 第 7 班 里 山 

★ 緑をいかした教育 

第 8 班 緑の魅力

を守るいかすチーム

★ 緑をじゅうなんに考える。 

第 9班 昔、池・沼・湖で 

遊んだ会 
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1.緑について勉強・参考になった。

2.一般市民（子供）をもっとまきこんで緑に大

切さ伝えたい。

3.政令市として環境を意識したまちづくり。

4.行政との取り組みを期待します。

5.もっとWSの時間がほしい。

6.新潟県の緑の少なさ実感した。

7.ふるさと（海・浜・川・田んぼ）を大切に思っ

た。

8.子供の頃からの体験か、見ていても見えて

いない人がいると常々感じている。
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1.大変参考になった。

2.参考になった。

3.色々な意見が聞けて良かった。

4.期待はずれだった。
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1 .大 変 参 考 に な っ た 。

2 .参 考 に な っ た 。

3 .色 々 な 意 見 が 聞 け て 良 か っ

た 。

4 .期 待 は ず れ だ っ た 。
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1.おもしろく楽しかった。感動した。

2.緑・木・自然の素晴らしさ実感した（社会
問題解決のヒント）。

3.すばらしい活動を、全国・世界にひろげて
ほしい。

4.子供にもっと緑にふれさせたい。

5.壊されていく緑を守るこれからの課題。

6.ツリークライミングをやってみたい。

7.日本のゴミ問題。

8.昔、木登りをして遊んだ記憶を思い出し
た。

9.知事・市長・議員さんにもぜひ聞いてもら
いたい。

★ 人と緑と生き物のふ

れあい。 

第 10班  

子供達グループ 

★ みどりを活かし

た 街づくり 

第 2班 ゆきわり 

日時；平成 20 年 3月 1日  

会場；東北電力ビックスワン（室内会議室）  参加者；200 名 

作成；（社）新潟県公園緑地建設業協会 

TEL025-282-4460 FAX025-282-4461  

E-mail niigataken@koryoku.or.jp 

 

■ 市民ワークショップ講演



 

緑をいしきする 緑をいかす 緑をまもる 緑をつくる 

 

・ 公害。 

・ 下町の玄関先に注目！ 

・ 東港をキレイな町になる様にしたい（ほとんど緑がない）。 

・ 街路樹の管理をもう少ししていただきたい。 

・ 新潟の街の中にはない雰囲気が旧街道にはある（くねくねとした

道と各家に植えられた木々）。細い道では、緑が美しく見えるこ

と。 

・ 水の都といたっているので、もう少し川の水質を改善する努力

を。 

・ 河川改修のあり方。コンクリート張り出ししない。 

・ 小学校から緑に対する意識をうえつける。教育の一環に入れる。

・ 今後、町の緑を守るには、費用の面からも市民の協力ですとか、

共に作業する協働が大切で、その為啓蒙組織つくりが大切な作業

になると思われる。 

・ 県木・花をもっと意識して誇りに思ってほしい！ 

・ 海浜、浜辺の植物、田園風景そのもの。 

・ 身近な自然を再認識する。 

・ 緑が人に与える役割をいしきしてみる。 

・ 温暖化防止。森しかない。 

・ リサイクル.ポイ捨て禁止。 

・ 季節によって咲く「花木」に注目してみる。街路樹もキレイな花

が咲いている。木をみる！ 

・ 近くに散歩出来る色々の花を楽しめる公園があったら良い。 

・ 近所にある街路樹に興味をもつ。 

・ 地域でボランティアによる街路などのゴミ拾いをさせる。 

・ 震災前より緑を増やす様に（庭）。 

・ 街に近い緑（山）寺山、遠い緑（越後三山）を見て意識したい。

四季の変化。 

・ 実家に帰ると、周囲が山に囲まれ自然を意識する。 

・ 地元の山を登山して、自然の生き物（植物）を意識する。 

・ 街路樹が年々少なくなっている。現状を再認識し、景観.緑を守

れたらよい。住民の緑への意識を高める。 

・ 里山を散策していると、杉や松が枯れているのが目立つので、災

害に強いﾌﾞﾅ等を植えたらどうでしょうか。 

・ 安らぎ.安心。 

・ 植物を育てることを教育の中でもっと取り入れる。 

・ 加治川の桜をいしきする。 

・ 1 日 1 善、みどりに対してよいことをする！！ 

・ 昔の水辺の景観を意識する。 

・ 防風雪対策のある歩道。 

・ 子供達に身近な自然に気づいてもらう。 

・ 街中は自然が少ない。木 1本の大切さを意識する。 

・ 公園の樹木.草花.街路樹.雑草といわれる植物。 

・ 季節の花や木々を見て「きれい」と感じる。 

・ 角田.弥彦の自然を意識する。 

 

 

・ 信濃川リバーサイド・やすらぎ。水の都水系。 

・ にいつの里山。間伐して豊かな生物を。 

・ 鳥屋野潟をいかした空間づくり（公園）。 

・ 外人と楽しくなれる様な異国の雰囲気がる町にしたい。 

・ 新潟にたくさんある川辺。川辺に自然に生える植物を生かしたい

（切らない）、整備をしてほしい。 

・ 新潟空港等、JR も含めて緑を生かした町、観光にも役立つ町に。

・ 3 つ湖生かす。 

・ 緑の意識を高めて、市民の人から苦情が多くでる街作り。 

・ 緑をいかし、ヒートアイランドを防いで欲しい。 

・ 景観からのえられる癒し効果！快適さ！ 

・ 町内の公園に花壇をつくり、子供から老人まで皆で参加し、ふれ

あいの場に出来たらよいかな。 

・ 既存の公園緑地を、少子化時代に入っており、真の利用者の為に

リニューアルを行う時代になっている。又、子供達にとって魅力

のあるものにもリニューアルの必要があるのか。 

・ 空港・駅等の新潟の表玄関的な場所にもっと緑を！！ 

・ インターネット時代のめまぐるしい毎日の中に癒しのスポット。

・ 環境と観光。町の威厳。 

・ 山のミネラル→カキのエネルギー。 

・ 田んぼの用水路内の水草。 

・ 使われていない、もしくは死んだ森の再生。間伐や除草の管理を

しっかり！ 

・ 色々の花を育ててある、花つくりを教えてくれる集会所があると

良い。 

・ 今ある公園や広場でのイベントを増やす。これにより人々のつき

合いや交流も深まりますますイベントの回数増加→公園を利用。

・ 山菜などの山の幸を利用する。遊び場として山.里山をいかした

い。 

・ 家の近くにニセアカシアの木がある。畑の中の空地ですが、それ

を活用すればかなりの緑地が出来ると思います。 

・ 落葉→堆肥.腐葉土。邪魔者を利用できるように、剪定した枝葉

→堆肥.炭化.リサイクルの形成。 

・ 海岸防風林の下草を刈って、遊歩道にして。 

・ 伐採木を利用して、園路や遊具等をつくる（ゴミを少なくする堆

肥を作る）。 

・ 加治川の桜を活かす。 

・ 学校.スポーツ公園。 

・ 緑のリサイクル（庭木など.処分ではなく移植して・・・）。 

・ 農作物にいる O2 CO2 の削減。 

・ ちょっとした空地を活かす。ミニ公園。 

・ 松だけではない広葉樹の広がり。 

・ 子供達の魅力ある公園をいかし緑化をすすめる。 

・ メタセコイヤ通りを観光にいかしたい。 

 

・ 鳥屋野潟の桜更新してない！？ 

・ 稲架

 は  さ

木

 き

並木 満願寺にある約 1,000 本の稲を干していた並木道

がある。 

・ 海岸のマツ林（ヌルデ.ニセアカシア）。夕日。 

・ 古町の町並みを残し守っていきたい。 

・ 田畑のうめたては、行わない。街を広げない（ビックスワン周辺）。

・ 新潟の海岸の松。 

・ 大木を切らないで、制度をつくって守り、残して行きたい。 

・ 外来生物を無くす。 

・ 秋葉山周辺、桜ともみじの保護。 

・ 新しく作る場合、一度に植えるとしてしまっても限度があると思

われますので、既存の緑、里山ですとか公園・街路等の緑を大切

にしメンテには力を注ぐべきだと思います。 

・ 緑を大切に！！森林の管理手入れをする。 

・ 山二ツには大きな樹木（社寺林）が沢山あります。そこには野鳥

も多く集まります。このような木を大切にいつまでも守って欲し

いです。 

・ 鳥屋野潟沿いの桜は大変美しいですが、通年駐車する車が多く、

根元が痛めつけられているようでかわいそうです。何か対策

を・・・・ 

・ 先代が造られた庭を、駐車場にしないでほしい。 

・ 各世帯に県市の木及び花などを配布して植えてもらったら。 

・ 村おこしで散策路等を作って、そこに昔自生していたヒメサユリ

等を植えている。 

・ 鳥屋野潟.信濃川.生垣（各 庭）。 

・ 小さな公園にも、もっと多くの緑を（花）！！ 

・ 屋上緑化。身近なところの小さな緑化。 

・ 田んぼをつぶさない。 

・ 鳥屋野潟の桜を守ってゆきたい。 

・ 道路に車がとまっている。 

・ 茂みにゴミを捨てない。生垣の中にはゴミがたくさん！ 

・ ホタルの住む川を守りたい。 

・ 山から流れる沢を整備し、魚や昆虫を自然の中で守っていく。 

・ 山に入りずらくなっている（ヤブになっているから）。炭焼きな

どで守りたい。 

・ 太平町のケヤキ並木の一部が虫喰い状態で危険である。 

・ 仕事で芝生をメンテナンスしているので、いつまでも良好な状態

で利用者等よろこばれるようにしたい。 

・ 山桜が咲く季節は、山がすごくきれいです。いつまでも見ていき

たいです。 

・ 公園の樹木の景観を守る。 

・ 海岸の松は、公松（新潟のシンボル）ともに防除。 

・ 田んぼ.水辺.神社の木。 

・ 鳥屋野潟の公園の桜を守る。 

・ 今ある自然風景を守る（樹木.草木）。 

・ 自然（樹木）。 

・ 手入れされない植生。 

・ 田園風景を守る。 

 

・ 笑顔の溢れる秋葉公園。 

・ 公園マップ・街路樹。→名所。 

・ 公園と公園を緑地帯（生垣）でつなぐ。 

・ バイパスに緑がほしい、つくる（フェンスしか見えない）。 

・ 中央区 ビルが多く、俳ガスも多い、公園をつくる等して温暖化

もやわらげる（緑のカーテン等も）。 

・ バイパス・高速道の中央分離帯を緑地化する。 

・ 派田の田んぼを路線（新幹線）沿いにあつめフラワーJR をつく

る。 

・ 建物へのグリーンカーテン化。 

・ 新潟の街なみに統一感があるようにする。 

・ 新たに緑化を進める時には、環境に適合した地域に多く見られる

樹種の選定を行い、全国均一ではない風土に調和する植栽を行

う。 

・ 緑と言うとイコール樹木という感じですが、畑の野菜の風景とか

生かせないか。 

・ 一人 1本の木を植える。 

・ 特徴のある公園を作りたい。ワンパターンはもうあきた。 

・ 子供が遊べて日陰のある公園がほしい。 

・ 道路脇に、樹木（一年中楽しめる物）を植えてもらいたい。 

・ 角田山の雪割り草。 

・ はまゆり（少なくなっている）。 

・ マイカー（車）に乗る回数.数を減らす。 

・ 松林（砂防林）採取しない。→植え戻さない。→自生地を活かす。

・ アメシロ対策。 

・ 人間の便利の生活のためにむやみに山（緑）をけずらない。 

・ もっと生き物が生息していける環境づくり。 

・ いこいの場.つどいの場をつくることで、自然と緑が必要とされ

るのではないか？ 

・ 心が安らぐ公園をつくる。 

・ 古町の西堀.東堀を復元する。 

・ 小針浜の風当りがはげしいからできれば風よけに樹木を植えて

欲しい。 

・ もっと大きな公園をつくる。 

・ 鳥屋道路を広げたい。 

・ 佐潟公園、水辺の整備。 

・ ご家庭の庭に、まず木を 1本植えよう。 

・ 旧塩港線の廃線年数がたつが、そのままになっているが緑地帯に

出来ないか？ 

・ 杉の植林はやめて、果木を自然な山林に点在させては。 

・ 街に花が少ない。老人達の力を借りて花壇づくり。 

・ 大きな公園がほしい。 

・ 矢板の川を自然の川にする。 

・ 芝生の公園がほしい。 

・ 自然の中での子供の遊び場。 

・ 道路の景観.コンクリートの緑化。 

・ 秘密基地がつくれるような（場所.スペース）（子供が自分で遊び

方を見つける）づくり。 

・ 学校のグランドを芝生のグランドにする。 

・ 学校の周囲の林をつくって、子供の遊び場と防災上の広場。ヘリ

ポートに利用できる様にする。 

・ 管理されすぎていない公園。 

・ 市街地の空地にポケットパークをつくる。 

・ ソメイヨシノのない公園をつくってほしい。 

・ 新しい公園ばかりでなく、なじめる公園の再生。 

・ 新潟の松林の未来、方向性について。 

・ こわれた公園をなおす。 

・ 子供の遊べるスペースをつくる。 

・ 街中にビオトープを 

私達は、“みどり”とのつながりの中で生きています。 
私達は、たくさんの“みどり”に支えられている一方で“開発”という名のもとで、たくさんの“みどり”を絶滅させてきました。 
まわりに“みどり”がなくなれば、私達も生きていくことはできません。 
“みどり”の恵みが生物多様性を生み、その地域に根ざした伝統的な文化や知識を生み、豊かなくらしの支えとなってきたのです。 
私達の将来の世代が豊かにくらすためにも、持続可能な方法で“みどり”を意識し・守り・活し・創っていくことに気づきました。 


